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日 

時 

令
和
六
年
四
月
七
日
（
日
） 

 
 

 
 

九
時
～
十
二
時
十
分 

場 

所 

加
賀
ふ
る
さ
と
会
館
二
階 

出
席
者 

役
員
他 

 

十
六
名 

班
長
（
新
・
現
） 

 
 

百
一
名 

議
長 

 

山
口
一
丁
目
副
会
長 

 

 
 

 
 

川
竹
三
丁
目
副
会
長 

議
事
録
署
名
人 

 
 

 
 

議
長
・
各
副
会
長 

 
 

 
 

総
務
部
長 

中
井
会
長
挨
拶 

 

今
年
度
第
一
回
目
の
班
長
連
絡
会
で

あ
り
、
前
班
長
さ
ん
か
ら
新
班
長
さ
ん

へ
の
引
継
ぎ
会
で
も
あ
り
ま
す
。
前
班

長
さ
ん
、
一
年
間
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

新
班
長
の
皆
さ
ん
、
一
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
、
各
部

の
副
部
長
を
選
任
い
た
し
ま
す
の
で
、 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
会
計
部 

・
今
年
度
の
町
会
費
等
の
集
金
は
十
一

月
～
十
二
月
の
予
定
で
す
。
年
度
途
中

で
退
会
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場

合
は
、
四
月
か
ら
退
会
月
ま
で
の
集
金

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
総
務
部 

・
四
月
二
十
一
日

(

日

)

に
開
催
す
る

定
時
総
会
の
委
任
状
と
議
案
書
を
速
や

か
に
全
戸
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
、
提

出
さ
れ
た
委
任
状
を
十
八
日

(

木

)

迄

に
新
総
務
副
部
長
へ
提
出
願
い
ま
す
。 

・
今
日
お
渡
し
し
た
各
班
の
会
員
リ
ス

ト
に
こ
の
一
年
間
に
異
動
が
あ
っ
た
分

を
記
入
し
て
十
八
日
迄
に
総
務
部
長
宅

へ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
本
日
決
ま
り
ま
し
た
、
各
部
の
副
部

長
名
の
入
っ
た
班
長
一
覧
表
は
次
回
の

班
長
連
絡
会
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 

◎
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

・
ご
近
所
の
建
築
工
事
・
空
家
・
空
地

な
ど
の
情
報
の
ご
提
供
を
、
わ
か
る
範

囲
で
よ
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。
書
式

は
班
長
引
継
ぎ
フ
ァ
イ
ル
に
あ
り
ま
す
。 

◎
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ
．
班
内
の
緊
急
連
絡
網
の
テ
ン
プ
レ

ー
ト
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

Ａ
．
エ
ク
セ
ル
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
総
務
部
長
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
緊
急
連
絡
網
の
形
式
に
つ

い
て
は
班
毎
に
自
由
で
、
手
書
き
で
も

構
い
ま
せ
ん
。 

 

   

四
月
二
十
一
日
（
日

）、

加
賀
ふ
る

さ
と
会
館
で
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

出
席
者 

 

五
十
九
名 

委
任
状 

 

七
百
九
十
名 

 

合
計 

 
 

八
百
四
十
九
名 

出
席
率 

 

八
十
七
・
五
％ 

 

で
し
た
。 

 

議
事
の
他
に
、
町
会
費
・
外
灯
費
の

集
金
時
に
併

せ
て
実
施
し

て
い
る
募
金

活
動
の
報
告

に
つ
い
て
の

ご
意
見
と
、

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
運

営
に
関
し
て

の
質
問
を
頂

き
ま
し
た
。
後
日
改
め
て
議
事
録
を
皆

さ
ん
へ
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 
 

  

 

（
以
下 

敬
称
略
） 

※
青
太
字
は
今
年
度
、
新
任
で
す 

 

会
長 

 
 

 
 

吉
田 

尚
史
⑬
Ｂ
班 

 

会
長
代
行 

 
 

林 
 

清
寿
⑪
Ｂ
班 

一
丁
目
副
会
長 

稲
吉 

輝
彦
⑪
Ｃ
班 

 
 

 
 

 
 

 

二
丁
目
副
会
長 

地
主 

修 
 

㉒
班 

三
丁
目
副
会
長 

柴
田 

桂
子 

㉙
班 

会
計
部
長
（
兼
）
林 

 

清
寿
⑪
Ｂ
班 

 
 

会
計
部
担
当
部
長 

松
本
な
お
み
④
Ｂ
班 

総
務
部
長 

 
 

島
田 

繁 
 

㉕
班 

総
務
部
担
当
部
長 

 清
水 

浩
之
⑪
Ａ
班 

厚
生
文
化
部
長 

片
渕 

な
な 

③
班 

厚
生
文
化
部
補
佐
（
兼
） 

 
 

 
 

青
木 

千
枝
④
Ｂ
班 

同
（
兼
） 

 
 

小
林 

尚
子
④
Ｂ
班 

同 
 

 
 

 
 

植
木 

早
苗 

②
班 

環
境
防
犯
防
災
部
長 

 
 

 
 

 
 

 

竹
林 

一
夫 

⑭
班 

環
境
防
犯
防
災
部
長
補
佐
（
兼
） 

地
主 

修 
 

㉒
班 

同
（
兼
） 

 
 

清
水 

浩
之
⑪
Ａ
班 

同 
 

 
 

 
 

桜
井 

亮
司
⑪
Ｃ
班 

 

監
事
（
兼
） 

 

前
島
裕
美
子
⑨
Ａ
班 

裏
面
に
続
く→

 

令
和
六
年 

四
月
度 

 
 

 

班
長
連
絡
会
議
事
録 

 

令
和
六
年
度 

定
時
総
会
開
催 

 

令
和
六
年
度 

新
体
制
紹
介 



                ２０２４年  ４月  第１２１号 

 

同 
 

 
 

 
 

青
木 

千
枝
④
Ｂ
班 

同 
 

 
 

 
 

中
井 

英
一 

⑫
班 

書
記 

 
 

 
 

小
林 

尚
子
④
Ｂ
班 

書
記
補
佐
（
兼
）
松
本
な
お
み
④
Ｂ
班 

加
賀
ふ
る
さ
と
会
館
長 

 
 

 
 

 
 

 
里
中 

好
信 

㉙
班 

 
 

自
主
防
災
会
会
長
（
兼
） 

 
 

竹
林 

一
夫 

⑭
班 

加
賀
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
（
兼
） 

 

地
主 

修 
 

㉒
班 

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長 

 
 

 
 

 
 

 

前
島
裕
美
子
⑨
Ａ
班 

    

こ
の
た
び
新
た
に
町
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
吉
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
ま
で
の
三
年
間
は
会
計
部
長
と

し
て
、
班
長
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
度
も
町
会
と
し
て
は
、

防
災
・
防
犯
の
充
実
に
よ
る
安
心
な
街

づ
く
り
と
、
夏
祭
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
よ
る
会
員
の
交
流
促
進
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
お
互
い
が
顔
を
見
知

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
防
犯

で
あ
り
、
ま
た
災
害
時
に
も
力
を
発
揮

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
会
員
の
交

流
の
機
会
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
会
員
の
世
代
交
代
と
共
働

き
世
帯
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
町

会
業
務
の
省
力
化
・
Ⅰ
Ｔ
化
も
重
要
な

課
題
で
す
。
防
災
訓
練
や
イ
ベ
ン
ト
の

充
実
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
に
伴
う
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
持
続
的

な
町
会
運
営
に
不
可
欠
で
す
。 

皆
様
の
ご
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
賜
れ

ば
幸
い
で
す
の
で
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

     
三
月
二
十
四
日

(

日

)

今
年
も
「
わ

が
ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
探
訪
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

前
日
ま
で
連
日
雨
模
様
の
日
が
続
い

て
、
お
天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
当
日

は
す
っ
き
り
と
し
た
良
い
お
天
気
に
な

り
、
十
三

歳
か
ら
九

十
歳
台
ま

で
の
、
総

勢
二
十
九

人
が
参
加

さ
れ
ま
し

た
。 

 

コ
ー
ス

に
つ
い
て

は
、
充
実

し
た
見
所
を
入
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

何
よ
り
道
中
の
安
全
を
重
視
し
て
、
実

際
に
何
度
か
歩
い
て
み
て
選
定
し
ま
し

た
。 

 

今
回
訪
れ
た
の
は
、
柏
市
景
観
重
要

建
造
物
の
薮
崎
邸
長
屋
門
と
弥
惣
治
文

庫
、
庚
申
塚
で
知
ら
れ
る
名
戸
ヶ
谷
香

取
神
社
、

千
葉
県
指

定
文
化
財

の
木
造
阿

弥
陀
如
来

像
と
共
に
、

土
小
の
は

じ
ま
り
と

し
て
知
ら

れ
る
萬
福

寺
、
そ
し

て
土
小
の
ふ
る
さ
と
資
料
館
で
す
。 

今
回
の
実
施
に
際
し
て
最
も
力
を
入

れ
た
の
は
、
各
訪
問
先
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
説
明
が
聞
け
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

単
な
る
物
見
遊
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
留

ま
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
住
む
町
の
文
化

財
や
史
跡
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、

わ
が
ま
ち
に
よ
り
愛
着
と
理
解
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

幸
い
全
て
の
訪
問
先
で
、
し
っ
か
り

と
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
「
ど
の

訪
問
先
で
も
本
当
に
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い

た
だ
い
て
、

柏
の
文
化

や
、
歴
史

な
ど
の
素

晴
ら
し
さ

を
改
め
て

実
感
す
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

と
い
っ
た

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

歩
い
た
距
離
は
約
五
キ
ロ
、
穏
や
か

な
春
の
日
差
し
の
な
か
、
全
員
が
楽
し

く
完
歩
で
き
ま
し
た
。 

 

来
年
も
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
に

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
イ
ベ
ン
ト
担
当 

林
） 

 

次
回
の
班
長
連
絡
会 

 
 

五
月
十
二
日(

日)

で
す
。 

 
 ◎

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

 

五
Ⅽ
班 

佐
藤 

樹
一
郎
様 

 
 

 
 

 
 

 

 

十
五
班 

黒
川 

洋
司 

様 

 

〇
あ
と
が
き 

 

新
緑
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

（
林
・
松
本
・
小
林
） 

 
 

 新
年
度
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

会
長 

吉
田 

尚
史 

 
 

 
 

 
 

 

 

全
員
が
完
歩
！ 

 
 

 

充
実
の
ハ
イ
キ
ン
グ
！ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

弥 惣 治 文 庫  

香 取 神 社  

土小  ふ る さ と 資料館  


